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[bookmark: _Toc166481938]
操作画面について

メイン画面は下図のようにツールバー，ピアノロール，プロパティエディタ，波形ビュー，ナビゲーション・ビューと，コントロールトラックから構成されています．この他に，ミキサーウィンドウとアイコンパレットウィンドウがあります．これらのウィンドウやビューの表示／非表示は，「表示」メニューから切り替えることができます．

[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]

[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]

[bookmark: _Toc166481939]ツールバー
ツールバーは「編集」，「ナビゲーション」，および「ツール」の３つがあります．

[bookmark: _Toc166481940]「編集」ツールバー
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]
[bookmark: _Toc166481941]「ナビゲーション」ツールバー
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]

[bookmark: _Toc166481942]「ツール」ツールバー
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]

[bookmark: _Toc166481943]ピアノロール
　画面横方向が時間，縦方向が音の高さを表します．半音毎にレーンがあり，音符を必要な長さだけ配置して楽譜を構成していきます．

[bookmark: _Toc166481944]ソングポジション
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]

文字入力での「カーソル」や「キャレット」に相当するもので，ピアノロール上に太い白の縦線で描かれます．再生ボタンを押した時には再生開始位置となり，音符の貼付け操作もソングポジションに対して行われます．
ソングポジションの移動操作の方法は以下の５通りあります．

小節数の表示レーンをクリック
クリックした位置にソングポジションが移動します．

ツールバーのナビゲーションボタンで移動させる
ソングポジションを移動させる機能を持ったボタンが４つあるので，それらを使います．

ピアノロールの音符以外のところをダブルクリックする
ダブルクリックした位置に，ソングポジションが移動します．

左右キーを押す
左右にちょっと移動します．

ゲームコントローラーの十字キーの左右ボタンを押す（Windows版のみ）
ゲームコントローラーを接続していて，「通常モード」[footnoteRef:1]を選択中の場合のみ利用できます． [1: 　「8.1ゲームコントローラーの使い方（Windows版のみ）」を参照（p. 41)] 


[bookmark: _Toc166481945]ピアノロールのスクロール操作
ピアノロールの右と下にある縦横のスクロールバーによってスクロールする他に，幾通りかのスクロール操作の方法が用意されています．

マウスの真ん中ボタンを押しながらドラッグする
真ん中ボタンを押したままマウスを動かすと，マウスカーソルの動きと同調してピアノロールが上下左右にスクロールします．

ナビゲーション・ビューの移動したい位置でダブルクリックする
ダブルクリックすると，その位置までピアノロールがスクロールします．

ゲームコントローラーの十字キーの上下ボタンを押す（Windows版のみ）
ゲームコントローラーを接続していて，「通常モード」[footnoteRef:2]を選択中の場合のみ利用できます． [2: 　「8.1ゲームコントローラーの使い方（Windows版のみ）」を参照（p. 41）] 


[bookmark: _Toc166481946]小節数，テンポ，拍子の表示レーン
ピアノロールの上部は3段に分かれていますが，上から順に小節数，テンポ，拍子が表示されます．一番上の小節数のレーンをクリックすると，その位置にソングポジションが移動します．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:スクリーンショット（2011-02-19 4.20.05）.png]

[bookmark: _Toc166481947]音符
ピアノロール上では，音符は下図のような四角形で表示されます．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:スクリーンショット（2011-02-19 4.27.52）.png]
Cadenciiでは，音符に「フレーズ」と「発音記号」のパラメータを設定します．上の例では「あ」がフレーズ，後ろの「a」が発音記号です．
音符の下には２種類の波線が描かれます．先頭のものはアタックパラメータの大小に応じて山型の高さが変わります．後ろのものは音符のどの範囲にビブラートがかけられるかを表現しています．

[bookmark: _Toc166481948]表示倍率
ピアノロールの縦横の表示倍率は，右下の部分で変更できます．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:スクリーンショット（2011-02-19 4.44.37）.png]
横方向の拡大率はズームスライダで連続的に変えられます．縦方向の拡大率は，「＋」「ー」のボタンで段階的に変えることができます．

[bookmark: _Toc166481949]プロパティエディタ
選択中のアイテムのプロパティの表示と編集を行います．複数のアイテムを同時に選択している場合，プロパティの編集操作が選択アイテムすべてに影響します．

[bookmark: _Toc166481950]メイン画面からの分離
プロパティエディタは本体画面と分離することができます．図の左が本体画面と分離した状態，右が本体画面とドッキングした状態です．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]
分離状態（左）でウィンドウの最小化ボタン[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:スクリーンショット（2011-02-19 5.21.18）.png]を押すとドッキング状態（右）になります．ドッキング状態（右）で[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:スクリーンショット（2011-02-19 5.23.24）.png]ボタンを押すと分離状態（左）になります．まとめると下図のようになります．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]

[bookmark: _Toc166481951]カテゴリーの折りたたみ
プロパティの項目はカテゴリーに分類されています．カテゴリーのタイトル部分をクリックすることで，そのカテゴリーを折りたたんでおくことができます．

[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]


[bookmark: _Toc166481952]波形ビュー
歌声合成結果の波形を表示する部分です．横方向の拡大率は，ピアノロールのそれと常にシンクロします．

[bookmark: _Toc166481953]縦方向の拡大率
表示モードは２つあります．自分で拡大率を設定する表示モードと，常に波形を最大化する表示モードです．
拡大率は，Zoomボタンを押したままマウスを上下に動かすと変わります．また，Automaximizeのチェックを入れると最大化して表示するモードになります．

[bookmark: _Toc166481954]ナビゲーション・ビュー
　楽譜の全体を縮小したものが表示されていて，ピアノロールと同様に横方向が時間を，縦方向が音高をそれぞれ表しています．
　横方向の拡大率は左側にある「＋」「−」ボタンで段階的に変えられます．縦方向の拡大率は変更できません．
　左右両側にある「＜」「＞」のボタンは，ナビゲーション・ビューの表示範囲をそれぞれ左右に移動させるためのボタンです．
　青い枠付きの表示部分は，現在下のピアノロールで表示されている範囲を表しています．この枠は，ナビゲーション・ビュー上でマウスのボタンを押すとその位置に移動し，下のピアノロールには移動した枠の部分が表示されるようになります．ただし，このときスクロール動作はしないので，マウスのボタンを離すと直前の表示範囲に直ぐにもどります．このとき，単にマウスボタンを押して離す代わりにダブルクリックすると，ダブルクリックした位置への枠の移動が確定し，ピアノロールがスクロールされます．

[bookmark: _Toc166481955]コントロールトラック
ピッチベンド，音量などのパラメータの表示と編集を行います．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]

[bookmark: _Toc166481956]カーブの種類一覧
編集エリアに表示させるカーブを選ぶためのエリアです．上の図では，「VEL」が表示されています．
カーブの選択は，カーブ名が書かれたボタンを押すか，またはこのエリア内で右クリックして出てくるコンテキストメニューで選びます．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:スクリーンショット（2011-02-20 1.13.42）.png]
このエリアに表示するカーブの種類は，環境設定[footnoteRef:3]から増やしたり減らしたりできるので，よく使うカーブの種類だけ表示させておくのが良いでしょう．一方，コンテキストメニューには環境設定での設定に拠らず，利用可能な全種類のカーブが選択肢に現れます． [3: 「5.3 「外観」タブ」の「表示するコントロールカーブ」の設定項目（p. 26）] 


[bookmark: _Toc166481957]編集エリア
カーブの種類一覧で選択したカーブが表示されます．背景には，１つ前に選択していた種類のカーブが薄く表示されます．

[bookmark: _Toc166481958]歌手変更の表示レーン
横方向が時間となっており，ピアノロールの表示と常にシンクロしています．歌手変更は，歌手名が書かれた白いボックスで表示されます．ボックスの左端が，歌手変更が挿入されている位置となります．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:スクリーンショット（2011-02-20 1.49.59）.png]
表示レーンの左端に灰色で網かけ表示されているものは，実際にその位置に歌手変更が挿入されているのではなく，本来画面外の位置に挿入されているものを便宜上表示しているだけです．左にスクロールしていけば，実際に挿入されているものを見られます．

[bookmark: _Toc166481959]トラックの一覧
トラックの一覧です．OFF（ミュート）状態にしたラックは灰色で表示されます．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]

[bookmark: _Toc166481960]ミキサーウィンドウ
各トラックと，BGMとして挿入した音声トラックに対して，ミキシング用のコントローラーが割り当てられています．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]
ミュート・ボタンのチェックを入れると，そのトラックの音量がゼロになります．
ソロ・ボタンのチェックを入れると，そのトラック以外の音量がゼロになります．

[bookmark: _Toc166481961]アイコンパレットウィンドウ
VOCALOID1がインストールされているかどうかで，表示が変わります．

[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]

１段目が強弱記号，２段目と３段目はクレッシェンドとデクレッシェンドのアイコンです．
ピアノロール上にこれらをドラッグ＆ドロップしてアイコンの追加操作を行います．


1. [bookmark: _Toc166481962]音符の入力と編集
[bookmark: _Toc166481963]マウスによる入力
　ツールを鉛筆モード[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:pencil.png]，または直線モード[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:line.png]を選んだ状態で，ピアノロール上でマウスボタンを押す→ドラッグする→マウスボタンを離す，とすれば，マウスボタンを押したいから離した位置まで新しい音符が作成されます．
　マウスボタンを離した位置が，押した位置よりも左側にある場合（下図），入力がキャンセルされます．入力開始の位置を間違えた場合にこの操作をすると便利です．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:foo.png]

[bookmark: _Toc166481964]MIDIステップ入力による入力
ツールバーのMIDIステップ入力をクリックし，MIDIステップ入力をOnの状態にします．MIDIステップ入力のボタンが押せなくなっている場合は，MIDI入力装置が接続されていないか，または設定が正しく行われていません．環境設定の項目[footnoteRef:4]を参考に設定を見なおしてください． [4: 「5.4 「操作」タブ」，「その他」の「MIDI Inポート番号」の設定項目（p. 27）] 

[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]
[bookmark: _GoBack]　MIDIステップ入力では，ソングポジションの位置に音符が追加されるので，ソングポジションを所望の位置に移動しておきます．
　MIDI入力装置で鍵盤等を押すと，その音高に対応する音符が仮入力状態になります．この状態で「→」または「←」キーを押すと音符の長さがクオンタイズの長さ分だけ増減します．エスケープキーを押すと仮入力状態がキャンセルされ，ソングポジションが元の位置に戻ります．音符の長さが決まったら，エンターキーを押して音符長さを確定します．これを繰り返すことで音符を入力していきます．

2. [bookmark: _Toc166481965]歌声合成
[bookmark: _Toc166481966]概要
　Cadenciiでは，歌声合成器はトラックごとに設定します．トラックの途中で歌声合成器を切り替えることは出来ません．曲の途中で歌声合成器を変えたい場合は，トラックを複数用意し，それぞれ別個に歌声合成器を設定します．
　歌声合成器によっては，複数の歌手（歌い手，音源）をサポートする場合があります．この場合，トラックの途中で歌手を切り替えることができます．
　合成時のサンプリング周波数およびチャンネル数の設定は，シーケンス全体に適用されます．トラックごとに変えることはできません．
　Cadenciiにおける歌声合成システムの内部の処理については，「8 補遺」の「7 歌声合成の処理についての詳細」（p. 38）をご覧ください． 

[bookmark: _Toc166481967]歌声合成器の設定方法
　歌声合成器を設定したいトラックを表示した状態で，「トラック」メニューの「歌声合成エンジン」のドロップダウンリストにあるメニューの中から設定したい歌声合成器を選択します．
　UTAUの場合は，「UTAU」メニューのドロップダウンリストにあるresamplerの中から，使用したい合成エンジンを選びます．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]
　上図は，歌声合成器をVOCALOID2からUTAUに変更しようとしている様子です．現在選択されている歌声合成器にはチェックマークが入ります．また，上図の「VOCALOID1」のように，現在の設定では利用できない歌声合成器には禁止マークが入ります．禁止マークが入った歌声合成器は，選択できますが再生したとき無音になります．
　UTAUのresamplerについては，メニューの上でマウスをしばらく止めておくと，その実行ファイルのパスがポップアップで表示されます．

[bookmark: _Toc166481968]歌手の変更方法
　コントロールトラックの，歌手変更表示レーンを使います．このレーンの位置に歌手変更イベントを追加することで，その位置以降の歌手を変更します．
　歌手変更イベントを追加するには，「鉛筆ツール」または「直線ツール」を選んだ状態で，歌手変更表示レーンの何も無いところをダブルクリックします．ポップアップが表示されるので，変更したい歌手を選択します（下図参照）．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]

[bookmark: _Toc166481969]サンプリング周波数およびチャンネル数の設定方法
「設定」メニューの「シーケンスの設定」を選び，出てくるダイアログで設定を行います．

[bookmark: _Toc166481970]プレビュー再生
　ツールバーの再生ボタンを押すと，まず歌声合成の進捗状況を表示するウィンドウが開き，合成処理が行われます．合成処理が終了すると，ソングポジションの位置からプレビュー再生が始まります．停止ボタンを押すと再生が止まります．
　再生は必ずソングポジションの位置から始まることに注意してください．例えば，ソングポジションが曲の最後尾にある状態で再生ボタンを押しても，合成処理が行われるだけで再生されない状態となります（実際には，曲の末尾から再生開始するため一瞬で再生が止まります）．
　プレビュー再生の開始と停止は，ショートカットキーからも行うことができます．デフォルトの設定では，ショートカットキーはスペースキーとなっています．

[bookmark: _Toc166481971]歌声合成結果の保存
　歌声合成結果の保存には「ファイル」メニューの「エクスポート」の，「WAVE」または「連番WAVE」から行います．前者の場合は現在表示しているトラックの歌声合成結果を，後者は全てのトラックの歌声合成結果をWAVEファイルに出力します．


3. [bookmark: _Toc166481972]シーケンスの保存とインポート・エクスポート
[bookmark: _Toc166481973]使用可能な保存方法一覧
[bookmark: _Toc166481974]Cadenciiプロジェクトファイル形式で保存
　デフォルトの保存方法です．「ファイル」メニューの「保存」または「名前をつけて保存」を選んで保存します．
　この形式で保存すると，拡張子が「.xvsq」のXMLが作成されます．さらに，プロジェクトごとのキャッシュを維持する設定[footnoteRef:5]になっている場合，名前が同じで拡張子が「.cadencii」のフォルダが同一ディレクトリに作成されます．このとき，.xvsqファイルと.cadenciiフォルダは常に同じディレクトリに保存されていないといけません，コピーなどの時注意してください． [5:  「5.7「ファイル」タブ」の「プロジェクトごとのキャッシュを維持する」の設定項目（p. 29）] 

[bookmark: _Toc166481975]VSQファイル形式で保存
　VOCALOIDのエディタで読み込めるファイル形式で保存します．「ファイル」メニューの「書き出し」のドロップダウンにある「VSQ File」を選んで保存します．
　出力されるVSQ形式のファイルには，UTAUで使用するパラメータは保存されません．
[bookmark: _Toc166481976]Standard MIDIファイル形式に保存
　MIDI形式で保存します．「ファイル」メニューの「書き出し」のドロップダウンにある「MIDI」を選んで保存します．
[bookmark: _Toc166481977]MusicXMLファイル形式で保存
　表示しているトラックを，Sinsyで読み込むためのファイル形式で保存します．「ファイル」メニューの「書き出し」のドロップダウンにある「MusicXML」を選んで保存します．
[bookmark: _Toc166481978]UTAUプロジェクトファイル形式で保存
　表示しているトラックを，UTAUの.ustファイルに保存します．「ファイル」メニューの「書き出し」のドロップダウンにある「UTAUプロジェクトファイル」を選んで保存します．
[bookmark: _Toc166481979]WAVEファイルで保存
歌声合成結果をWAVEファイルに保存します．歌声合成が済んでいない場合は，合成処理が行われたあと，保存が実行されます．保存方法は次の３通りあります．
表示しているトラックの合成結果を保存
「ファイル」メニューの「書き出し」のドロップダウンにある「WAVE」を選択して保存します．ただし，シーケンスの設定ダイアログ[footnoteRef:6]において「Waveファイル出力」の項目の「現在のトラック」を選んだ状態でなければなりません．もう一方の「マスタートラック」を選んだ状態の場合，次項の保存方法になってしまいます． [6:  「6.7「設定」メニュー」の「シーケンスの設定」（p. 36）] 

全てのトラックの合成結果をmixしたものを保存
「ファイル」メニューの「書き出し」のドロップダウンにある「WAVE」を選択して保存します．ただし，シーケンスの設定ダイアログ[footnoteRef:7]において「Waveファイル出力」の項目の「マスタートラック」を選んでだ状態でなければなりません．もう一方の「現在のトラック」を選んだ状態の場合，前項の保存方法になってしまいます． [7:  「6.7「設定」メニュー」の「シーケンスの設定」（p. 36）] 

全てのトラックの合成結果を続き番号のファイルに保存
「ファイル」メニューの「書き出し」のドロップダウンにある「連番WAVE」を選択して保存します．
[bookmark: _Toc166481980]vConnect用のメタテキスト
表示しているトラックを，vConnect（vConnect-STANDではない）の合成器に読み込ませるためのファイル形式に出力します．

[bookmark: _Toc166481981]使用可能な読み込み方法一覧
[bookmark: _Toc166481982]Cadenciiプロジェクト形式のファイルを読み込み
拡張子が.xvsqのCadenciiプロジェクトファイル形式のファイルを読み込みます．
「ファイル」メニューの「開く」を選択し，出てくるダイアログでxvsqファイルを選択して開きます．
[bookmark: _Toc166481983]VSQ形式のファイルを読み込み
読み込み方法は以下の２通りがあります．
現在のシーケンスに追加
VSQファイルの特定のトラックを読み込み，現在編集しているシーケンスのトラック・リストの末尾に追加します．
「ファイル」メニューの「読み込み」のドロップダウンにある「VSQ / Vocaloid MIDI」を選択し，VSQファイルを開きます．
VSQファイルから新規のシーケンスを作成
現在編集しているシーケンスを破棄し，VSQファイルの全てのトラックを元に新しいシーケンスを作成します．
「ファイル」メニューの「VSQ/Vocaloid MIDIを開く」を選択し，VSQファイルを開きます．
[bookmark: _Toc166481984]UTAUプロジェクト形式のファイルを読み込み
読み込み方法は以下の２通りがあります．
現在のシーケンスに追加
USTファイルを読み込み，現在のシーケンスのトラック・リストの末尾に追加します．
「ファイル」メニューの「読み込み」のドロップダウンにある「UTAU project file」を選択してUSTファイルを開きます．
USTファイルから新規のシーケンスを作成
現在編集しているシーケンスを破棄し，USTファイルを元に新しいシーケンスを作成します．
「ファイル」メニューの「UTAUプロジェクトファイルを開く」を選択し，USTファイルを開きます．
[bookmark: _Toc166481985]Standard MIDI形式のファイルを読み込み
Standard MIDIファイルの音符，歌詞，ピッチベンドの情報を読み込み，現在編集しているシーケンスのトラック・リストの末尾に追加します．
「ファイル」メニューの「読み込み」のドロップダウンにある「Standard MIDI」を選択してMIDIファイルを読み込みます．


4. [bookmark: _Ref160737243][bookmark: _Ref160737256][bookmark: _Ref160737287][bookmark: _Ref160737299][bookmark: _Ref160737313][bookmark: _Ref160737325][bookmark: _Toc166481986]環境設定
[bookmark: _Ref163380597][bookmark: _Ref163380604][bookmark: _Toc166481987]「シーケンス」タブ
[bookmark: _Toc166481988]分解能（VSTi）
コントロールカーブ（DYN，PITなど）を入力する際の，時間方向の分解能をクロック単位で設定します．
[bookmark: _Toc166481989]自動ビブラート
ある一定以上の長さの音符が入力されると，その音符にビブラートを付加することができる機能です．
オートビブラートを有効にする
自動ビブラートの機能のON/OFFを切り替えます
デフォルトビブラート長
自動ビブラートが追加されるときの，音符長さに対するビブラート部分の長さの比をパーセントで指定します．
オートビブラートが有効な最小の音符の長さ
自動ビブラート機能をONにしたとき，ここで指定した長さ以上の音符に対して自動ビブラートが設定されます．
[bookmark: _Ref163380609]自動ビブラートの種類
付加される自動ビブラートの種類を指定します．VOCALOID Editorに付属している定義済みビブラートを使うか，または自分で設定した定義済みビブラートを使うかを変えることができます．「VOCALOID Editor互換」と「ユーザー定義」のいずれかを選びます．
自分で設定した定義済みビブラートのパラメータは別の所[footnoteRef:8]で設定しておき，ここではそれらの中からどれを採用するかを決めます． [8:  「8.3ユーザー定義のビブラート・プリセットについて」を参照（p.42）] 


[bookmark: _Toc166481990]「その他」タブ
[bookmark: _Toc166481991]デフォルト歌手
トラックを新規作成した時に選択されるデフォルトの歌手を選びます．
[bookmark: _Toc166481992]プリセンドタイム
VOCALOID VSTiのパラメータです．
[bookmark: _Toc166481993]待機時間
VOCALOID VSTiのパラメータです．
[bookmark: _Toc166481994]過去のイベントを追跡
VOCALOID VSTiのパラメータです．
[bookmark: _Toc166481995]バッファーサイズ
VOCALOID VSTiのパラメータです．

[bookmark: _Ref161136125][bookmark: _Ref161136131][bookmark: _Toc166481996]「外観」タブ
[bookmark: _Toc166481997]フォント
メニュー・歌詞（Windows版のみ）
「変更」ボタンを押し，メニュー項目の表示フォントを選びます．
スクリーン
「変更」ボタンを押し，ピアノロールの表示フォントを選びます．
[bookmark: _Toc166481998]UI言語
言語設定を選びます．
[bookmark: _Toc166481999]トラックの描画高さ
ピアノロールの，半音分の描画高さを設定します．
[bookmark: _Ref162492765][bookmark: _Toc166482000]表示するコントロールカーブ
コントロールトラックのカーブ種類の一覧に表示するカーブ種類を選びます．常時表示しておきたいカーブ種類にチェックを入れます．

[bookmark: _Ref162492623][bookmark: _Ref162492629][bookmark: _Toc166482001]「操作」タブ
[bookmark: _Toc166482002]ピアノロール
マウスホイール時の移動速度
マウスホイールを回したときの感度を設定します．
ソングポジションを画面中心に固定
自動スクロールをONとした場合に，ソングポジションが常に画面の中央に表示されるようにします．
マウスホイールで水平方向にスクロール
マウスホイールを回したとき，ピアノロールをスクロールするかどうかを設定します．
歌詞入力時のモードを維持
音符をダブルクリックして歌詞の入力状態となる際に，前回歌詞入力したときの入力モード（フレーズと発音記号）を維持するかどうかを設定します．この設定は，Tabキーで入力対象の音符を切り替える際は無効となります．
右クリックでプレビュー再生する（Windows版のみ）
音符を右クリックしたとき，その音を鳴らすかどうかを設定します．
カーブの選択もクオンタイズする
コントロールカーブのデータ点を範囲選択する際，選択範囲をクオンタイズするかどうかを設定します．
スペースキーを，マウス中ボタンの修飾キーとして使う
この設定をONにすると，マウスの中央ボタンがない場合に，スペースキーを押しながら左ボタンを押すと，中央ボタンが押されたとみなして処理します．ただし，スペースキーはデフォルトでは「再生開始／停止」機能のショートカットであるため，「再生開始／停止」機能のショートカットを別のキーに割り当てておく必要があります．
[bookmark: _Ref162492655][bookmark: _Toc166482003]その他
最大フレームレート
ピアノロールを描画する際の最大のフレームレートを「フレーム毎秒」単位で設定します．
プレビューまでの待機時間
ここで設定した秒数以上，音符の上でマウスの左ボタンを長押しすると，その音を鳴らします．
[bookmark: _Ref162492659]MIDI Inポート番号
使用するMIDI入力装置のポート番号を設定します．
MTC用のMIDI Inポート番号
現在使われておりません．
ローマ字をひらがなに変換する
これをONにすると，フレーズに平仮名を入れなくても，英字でローマ字入力すると自動で平仮名に変換されるようになります．

[bookmark: _Toc166482004]「実行環境」タブ
[bookmark: _Toc166482005]UTAUコア
wavtool
「パス」の項目には，使用するwavtoolの実行ファイルのパスを入力します．右端の「Browse」ボタンで選択することも出来ます．
「Wine経由でwavtoolを起動する」の項目は，Macintosh版でのみ使用します．使用するwavtoolがWindows用のものである場合にチェックを入れます．（「Browse」ボタンで実行ファイルを選択した場合は，Windows用のものかどうかの判定は自動で行われます．）
resampler
　使用するresamplerまたはresamplerと互換性のある合成ツールの実行ファイルを必要な数だけ登録します．
　「Add」ボタンを押すとファイル選択ダイアログが開き，選択された実行ファイルをリストに登録します．
　「Remove」ボタンを押すと，リストで選択されている実行ファイルが登録解除されます．
　「Up」または「Down」ボタンを押すと，リストで選択された実行ファイルの使用の優先順位が上下します．
　リストの左端のチェックボックスは，それぞれの実行ファイルがWindows用のものである場合にチェックを入れるようにします．（「Add」ボタンで実行ファイルを選択した場合は，Windows用のものであるかどうかの判定は自動で行われます．）
マルチバイト・パスの次善策を有効にする
　一時ディレクトリとUTAU音源のパスにマルチバイト文字が含まれる場合に，UTAUによる歌声合成ができない場合にチェックを入れます．日本語版でないWindows OSの場合に，この機能を有効化しておくことを推奨します．

[bookmark: _Toc166482006]Wine（Macintosh版，Linux版のみ）
WINEPREFIX
VOCALOIDがインストールされているプレフィクスのディレクトリを設定します．MikuInstallerを使ってVOCALOIDをインストールしている場合のプレフィクスの調べ方は，「8 補遺，8.1 WINEPREFIXの調べ方（Macintosh版のみ）」（p. 41）を参照してください．
WINETOP
使用するwineがインストールされているディレクトリを設定します．
「built-in」を選択すると，Cadenciiに同梱されているwineが使用されます（デフォルト）．
「custom」を選択すると，自分でインストールしたwineのインストールディレクトリを設定します．

[bookmark: _Toc166482007]「UTAU音源」タブ
使用するUTAU音源を登録します．
「追加」ボタンを押すとファイル選択ダイアログが開くので，登録したい音源の「oto.ini」ファイルを選択します．選択されたoto.iniファイルの保存ディレクトリの各種情報をもとに，音源がリストに登録されます．
「削除」ボタンを押すと，リストで選択された音源が登録解除されます．
「上へ」または「下へ」ボタンを押すと，リストで選択された音源の使用優先順位が上下します．

[bookmark: _Ref163207254][bookmark: _Ref163207260][bookmark: _Ref163207295][bookmark: _Toc166482008]「ファイル」タブ
[bookmark: _Toc166482009]自動バックアップ
この機能をONにすると，xvsq形式でプロジェクトを保存している場合に，一定時間ごとの自動バックアップを行います．「間隔」の項目には，自動バックアップを行う時間間隔を設定します．
[bookmark: _Ref163207299][bookmark: _Ref163207302][bookmark: _Toc166482010]プロジェクトごとのキャッシュを維持する
歌声合成結果生じたキャッシュは通常一時ディレクトリに保存され，プロジェクトの新規作成操作などによって消去されますが，この機能をONにするとキャッシュを拡張子「.cadencii」が付いたディレクトリに保存するようになります．このキャッシュ用のディレクトリ名は，例えばプロジェクトのファイル名が「foo.xvsq」だった場合は「foo.cadencii」となり，foo.xvsqと同じディレクトリに保存されます．次回foo.xvsqを読み込んだときはfoo.cadenciiに保存されているキャッシュが自動で読み込まれるようになります．

[bookmark: _Toc166482011]「シンセサイザー」タブ
[bookmark: _Toc166482012]VST Instruments
「VOCALOID1」と「VOCALOID2」の項目には，読み込まれたVOCALOID1/2 VSTiのdllファイルのパスが表示されます（変更はできません）．
「AquesTone」の項目には，AquesToneのdllファイルのパスを入力します．
[bookmark: _Toc166482013]合成DLLの利用
Cadencii起動時に読み込むVSTiを選択します．
[bookmark: _Toc166482014]デフォルトのシンセサイザー
トラックの新規作成時に，そのトラックに割り当てられる歌声合成器の種類を選択します．



5. [bookmark: _Toc166482015]メインメニューのリファレンス
[bookmark: _Toc166482016]「ファイル」メニュー
[bookmark: _Toc166482017]新規
新しいプロジェクトを作成します． 
[bookmark: _Toc166482018]開く
既存のCadenciiプロジェクトファイルを開きます． 
[bookmark: _Toc166482019]保存
現在のプロジェクトをXVSQ形式のCadenciiプロジェクトファイルに保存します． 
[bookmark: _Toc166482020]名前をつけて保存
現在のプロジェクトに新しい名前をつけて保存します． 
[bookmark: _Toc166482021]VSQ/Vocaloid MIDIを開く
VOCALOID1のVocaloid MIDIファイル，またはVOCALOID2のVSQファイルから，新しいプロジェクトを作成します． 
[bookmark: _Toc166482022]UTAUプロジェクトファイルを開く
UTAUのUTAUスクリプト形式（拡張子.ust）から，新しいプロジェクトを作成します． 
[bookmark: _Toc166482023]読み込み
VSQ / Vocaloid MIDI
VOCALOID1のVocaloid MIDIファイル，またはVOCALOID2のVSQファイルを元に新しいトラックを構築し，現在のプロジェクトのトラック・リストに追加します． 
Standard MIDI
MIDIファイルを元に新しいトラックを構築し，現在のプロジェクトのトラック・リストに追加します． 
UTAUプロジェクトファイル
UTAUスクリプト形式（拡張子.ust）を元に新しいトラックを構築し，現在のプロジェクトのトラック・リストに追加します． 
[bookmark: _Toc166482024]書き出し
WAVE
WAVEファイルに出力します． 出力の際のWAVEファイルの形式，前トラックをMixするかどうか，などといった設定は別途「設定」→「シーケンスの設定」から行います． 
連番WAVE
各トラックを，指定したディレクトリに連番で出力します．ファイル名は，1.wav，2.wav，・・・となります． 出力の際のWAVEファイルの形式は別途「設定」→「シーケンスの設定」から行います． 
VSQファイル
現在のプロジェクトをVSQ形式のファイルに出力します． 
MIDI
現在のプロジェクトをMIDIファイルに出力します． 
MusicXML
現在表示しているトラックをMusicXML形式のファイルに出力します． 
UTAUプロジェクトファイル
現在表示しているトラックをUTAUスクリプト形式のファイルに出力します． 
vConnect用メタテキスト
現在表示しているトラックを，vConnectを用いて合成するためのファイルを出力します． 
[bookmark: _Toc166482025]最近使ったファイル
ドロップダウンに，最近使ったファイルの一覧が表示されます． 表示がグレーアウトしている場合は，該当のファイルが見つからなかったことを表しています． 各ドロップダウンメニューのツールチップには，ファイルのフルパスが表示されます． 
[bookmark: _Toc166482026]終了
Cadenciiを終了します． 

[bookmark: _Toc166482027]「編集」メニュー
[bookmark: _Toc166482028]元に戻す
プロジェクトの状態をひとつ前の編集状態に戻します． 
[bookmark: _Toc166482029]やり直し
元に戻した編集操作をやりなおします． 
[bookmark: _Toc166482030]切り取り
選択状態になっているアイテムを切り取り，クリップボードに格納します． 
[bookmark: _Toc166482031]コピー
選択状態になっているアイテムをクリップボードに格納します． 
[bookmark: _Toc166482032]貼りつけ
クリップボードに格納されているアイテムを，ソングポジションの位置に貼り付けます． 
[bookmark: _Toc166482033]削除
選択状態になっているアイテムを削除します． 
[bookmark: _Toc166482034]音符のノーマライズ
音符が時間軸方向について重なってしまい，ポリフォニックになっている箇所を一括で修正します． 
[bookmark: _Toc166482035]全てを選択
全ての音符と，その範囲にある全てのコントロールカーブを選択します．
[bookmark: _Toc166482036]全てのイベントを選択
全ての音符を選択します．

[bookmark: _Toc166482037]「表示」メニュー
[bookmark: _Toc166482038]コントロールトラック
コントロールトラックの表示／非表示を切り替えます．
[bookmark: _Toc166482039]ミキサー
ミキサーウィンドウの表示／非表示を切り替えます．
[bookmark: _Toc166482040]波形を表示
波形の表示／非表示を切り替えます．
[bookmark: _Toc166482041]アイコンパレット
アイコンパレットの表示／非表示を切り替えます．
[bookmark: _Toc166482042]プロパティウィンドウ
プロパティウィンドウの表示／非表示を切り替えます．
[bookmark: _Toc166482043]ナビゲーション
ナビゲーションバーの表示／非表示を切り替えます．
[bookmark: _Toc166482044]グリッドライン
クオンタイズ量を表すグリッド線の表示／非表示を切り替えます．
[bookmark: _Toc166482045]スタートマーカー
スタートマーカーのON／OFFを切り替えます．
[bookmark: _Toc166482046]エンドマーカー
エンドマーカーのON／OFFを切り替えます．
[bookmark: _Toc166482047]歌詞/発音記号
ピアノロール上の歌詞と発音記号を描画するかどうかを切り替えます．
[bookmark: _Toc166482048]音符の表情/ビブラート
ビブラートやアタックを表現する波線を音符の下に描画するかどうかを切り替えます．
[bookmark: _Toc166482049]ピッチ曲線
ビブラート，PIT，およびPBSによるピッチ変動の曲線をピアノロール上に直接描画するかどうかを切り替えます．
[bookmark: _Toc166482050]「ジョブ」メニュー
[bookmark: _Toc166482051]音符のノーマライズ
音符が重なってポリフォニックになっている部分をモノフォニックに自動修正します．
[bookmark: _Toc166482052]小節の挿入
ソングポジションの位置に１小節挿入します．
[bookmark: _Toc166482053]小節の削除
ソングポジションの位置にある小節を削除します．
[bookmark: _Toc166482054]ランダマイズ
音符の位置，長さ，およびピッチベンドをランダム化します．
[bookmark: _Toc166482055]音符の結合
選択した音符が連続するよう長さを変更し，結合します．
[bookmark: _Toc166482056]歌詞の流しこみ
選択した音符に，クリップボードなどからの文字列を歌詞として流し込みます．

[bookmark: _Toc166482057]「トラック」メニュー
[bookmark: _Toc166482058]トラックオン
表示しているトラックのON／OFFを切り替えます．
[bookmark: _Toc166482059]トラックの追加
新しいトラックを追加します．
[bookmark: _Toc166482060]トラックのコピー
表示しているトラックのコピーを作成します．
[bookmark: _Toc166482061]トラック名の変更
表示しているトラックの名前を変更します．
[bookmark: _Toc166482062]トラックの削除
表示しているトラックを削除します．
[bookmark: _Toc166482063]現在のトラックを合成
表示しているトラックの歌声合成を実行します．
[bookmark: _Toc166482064]全てのトラックを合成
全てのトラックの歌声合成を実行します．
[bookmark: _Toc166482065]オーバーレイ
他のトラックの音符をピアノロールに簡易表示するかどうかを切り替えます．
[bookmark: _Toc166482066]歌声合成エンジン
表示しているトラックの歌声合成エンジンを切り替えます．このメニューのドロップダウンにあるメニューの中から，切り替えたい歌声合成エンジンを選択します．
[bookmark: _Toc166482067]BGM
BGMを選択します．このメニューのドロップダウンにある「追加」メニューを押すと．BGMとして利用するWAVEを選ぶためのファイル選択ダイアログが表示されます．

[bookmark: _Toc166482068]「歌詞」メニュー
[bookmark: _Toc166482069]音符の表情プロパティ
選択している音符について，VOCALOID1の場合はアタックの設定を，VOCALOID2の場合はポルタメント，アクセントとディケイの設定をそれぞれ行うためのダイアログが開きます．
[bookmark: _Toc166482070]音符のビブラートプロパティ
選択している音符について，ビブラートの設定ダイアログを開きます．
[bookmark: _Toc166482071]UTAUの原音設定を適用
選択している音符について，UTAUの各種パラメータを原音設定のものにリセットします．
[bookmark: _Toc166482072]発音記号変換
選択している音符について，発音記号を歌詞の内容に対応するものに一括変換します．
[bookmark: _Toc166482073]ユーザー辞書
歌詞の内容を発音記号に変換するための辞書設定のダイアログを開きます．
[bookmark: _Toc166482074]ビブラートを定義済み設定にコピー
選択している音符のビブラート設定を，ユーザー定義のビブラート・プリセットにコピーします．ビブラート・プリセットは，予め「設定」メニューの「定義済みビブラート」を押して出てくるダイアログで作成しておきます．

[bookmark: _Ref163207667][bookmark: _Ref163207671][bookmark: _Ref163207690][bookmark: _Toc166482075]「設定」メニュー
[bookmark: _Ref163207711][bookmark: _Toc166482076]シーケンスの設定
現在のプロジェクトのWAVE出力のチャンネル数，サンプリングレート，プリメジャーの設定を行うためのダイアログを開きます．
[bookmark: _Toc166482077]クオンタイズ
クオンタイズは，音符の位置と長さが必ず指定した長さの倍数になるようにする機能です．このメニューのドロップダウンにあるメニューの中から，クオンタイズに使用する長さを選びます．
[bookmark: _Toc166482078]ショートカットキー
ショートカットキーの変更を行うためのダイアログを開きます．
[bookmark: _Toc166482079]定義済みビブラート
ユーザー定義のビブラート・プリセットの設定を行うためのダイアログを開きます．
[bookmark: _Toc166482080]デフォルト歌唱スタイル
音符を新しく追加した際の，音符のデフォルト設定を行うためのダイアログを開きます．

[bookmark: _Toc166482081]「ウィンドウ」メニュー
[bookmark: _Toc166482082]しまう
ウィンドウを最小化します．

[bookmark: _Toc166482083]「ヘルプ」メニュー
[bookmark: _Toc166482084]マニュアル（PDF）
マニュアルを開きます．
[bookmark: _Toc166482085]ログ
デバッグ用のログ記録についての設定を行います．
ログ記録を有効にするには，このメニューのドロップダウンにある「有効化する」を選びます．ログ記録を無効にするには「無効化する」を選びます．
ログファイルを開くには，「開く」を選びます．


6. [bookmark: _Ref162601269][bookmark: _Toc166482086]歌声合成の処理についての詳細
[bookmark: _Toc166482087]概要
　歌声合成の結果はトラックごとにデフォルトのfeder，panでWAVEファイルとして一時ディレクトリに保管され，プレビュー再生時にはこれらのWAVEファイルがmixされて再生されます．
　トラックに合成処理が要求されると，再合成が必要な範囲を自動的に検出し，その範囲について再合成が行われます．UTAUのような，選択した範囲について合成する処理方法は行われません．

[bookmark: _Toc166482088]再合成範囲の自動判定について
歌詞の編集や，トラックに割り当てられる歌声合成器の変更など，再合成が必要な編集操作を行った部分について，再合成が必要と判定されます．テンポの変更，小節の挿入・削除も再合成が必要と判定されます．一方，ミキサーダイアログでfederやpan，muteなどを編集した場合，トラック名を変更した場合は再合成されません．

[bookmark: _Toc166482089]歌声合成器毎の合成処理の詳細（Windows編）
[bookmark: _Toc166482090]VOCALOID
VOCALOID1またはVOCALOID2のVSTi DLLがCadenciiのプロセスに直接ロードされます．概念図を下に示します．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]

[bookmark: _Toc166482091]UTAU
UTAUのエディタでdllを使用しない設定とほぼ同様の動作をします．temp.whd，temp.datはトラック全体について生成するのではなく，連続した歌唱を一単位として生成します．概念図を下に示します．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]
[bookmark: _Toc166482092]AquesTone
AquesToneのVSTi DLLがCadenciiのプロセスに直接ロードされます．VOCALOIDの場合と同じ動作です．概念図はVOCALOIDの場合と同様になります．

[bookmark: _Toc166482093]vConnect-STAND
連続した歌唱部分を一単位とし，vConnect-STAND.exeが呼ばれます．概念図を下に示します．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]

[bookmark: _Toc166482094]歌声合成器毎の合成処理の詳細（Macintosh編）
[bookmark: _Toc166482095]VOCALOID
Cadenciiの起動時に，VOCALOID VSTiをロードするユーティリティをwine経由で起動して常駐させ，標準入出力によって合成の指示と合成結果の受け取りを行います．ユーティリティはCadencii終了と同時に終了されます．概念図を下に示します．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]

[bookmark: _Toc166482096]UTAU
UTAUの合成器をwine経由で呼ぶ以外は，Windows版と同じ動作をします．概念図を下に示します．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]

[bookmark: _Toc166482097]vConnect-STAND
Windows版と同じ動作をします．概念図を下に示します．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]


7. [bookmark: _Ref162493840][bookmark: _Toc166482098]補遺
[bookmark: _Ref163380845][bookmark: _Ref163380848][bookmark: _Ref163380863][bookmark: _Ref163380930][bookmark: _Ref163380937][bookmark: _Ref163380940][bookmark: _Ref162493842][bookmark: _Toc166482099]ゲームコントローラーの使い方（Windows版のみ）
[bookmark: _Toc166482100]接続
ゲームコントローラーを接続し，「設定」メニューの「ゲームコントローラー」のドロップダウンにある「読み込む」を選択します．
[bookmark: _Toc166482101]設定
前節の接続を行った状態で，「設定」メニューの「ゲームコントローラー」のドロップダウンにある「設定」を選択します．出てくるダイアログで，画面に表示されるボタンを順に押していくと，設定が終了します．
[bookmark: _Toc166482102]２つのモードとそれぞれの動作の概要
ゲームコントローラーは２つのモードがあるので切り替えて使います．一つは十字キーと◯ボタンでソングポジションの移動と再生の開始／停止を行う「通常モード」，もうひとつはコントローラーのボタンをキーボードのように使って演奏する「演奏モード」です．この２つのモードはコントローラーの「start」ボタンで切り替えます．
[bookmark: _Toc166482103]通常モードの使い方
十字キーの左右でソングポジションが左右に移動します．上下ボタンはピアノロールの上下のスクロールを行います．
再生開始／停止を◯ボタンで行います．
[bookmark: _Toc166482104]演奏モードの使い方
「↓」のドから「←↑→□△◯☓」の順に音階が並んでおり，L1，L2キーでそれぞれ半音上下した音が鳴ります．また，R1，R2キーでそれぞれ１オクターブ上下にシフトします．
[bookmark: _Ref162602925][bookmark: _Ref162876736][bookmark: _Toc166482105]WINEPREFIXの調べ方（Macintosh版のみ）
次の手順で調べてください．
a) MikuInstallerを起動します．
b) MikuInstallerのアプリケーションメニューから「環境設定」選びます．
c) 「WINEPREFIX」タブのリストの中から，VOCALOIDをインストールした際に使ったプレフィクスを選択状態にします．（MikuInstallerのデフォルトでは，「default」という名前のプレフィクスが使われます．）
覚えていない場合は，以下の手順で調べます．
c-1) 「WINEPREFIX」タブのリストに表示されているプレフィクスの一覧から，どれか一つを選択状態にし，右下の「C:ドライブをFinderで開く」ボタンを押します．
c-2) Finderが開くので，開いたディレクトリ配下の「drive_c/Program Files」ディレクトリ，に「VOCALOID」があれば，選んだプレフィクスがインストール時に使用されたものだと判断できます．
d) 「情報」タブを選び，中段「プレフィックス」の項目の中の「WINEPREFIX」の右側に表示されている値がWINEPREFIXです．この文字列の値はコピー＆ペーストできるので，適時Cadenciiの環境設定の欄にコピーします．

[bookmark: _Ref163194771][bookmark: _Toc166482106]ユーザー定義のビブラート・プリセットについて
[bookmark: _Toc166482107]概要
VOCALOIDのエディタには，ビブラート・プリセットがいくつか定義されていて，これらの中から各音符に適用するビブラート・プリセットを選ぶ形式になっています．この機能に加えて，ビブラート・プリセットそのものを変更し，自分の好みのパラメータを持たせたプリセットを作成できるようにしたのが「ユーザー定義のビブラート・プリセット」です．
[bookmark: _Toc166482108]プリセットの作成
「設定」メニューの「定義済みビブラート」を選択し，設定ダイアログ（下図）を開きます．
[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]
左側に作成済みのプリセットの一覧があり，右半分はこのリストの選択したアイテムについての編集・プレビューエリアになっています．
　新規にプリセットを作成するには「追加」ボタンを押し，作成されたプリセットを選択して「編集」エリアでStart rate，Start depthと名前を入力します．表示エリアにある「Rateカーブ」と「Depthカーブ」はここでは編集できません．いったん「OK」 ボタンを押してダイアログを閉じます．
　次に，ピアノロールで適当な音符を入力し，Rateカーブ，Depthカーブを編集します．この時，音符に適用するビブラートはVOCALOIDエディタで定義されているビブラート・プリセットであっても構いません．好みのRate，Depthカーブが編集できたら，その音符を選択した状態で，「歌詞」メニューの「ビブラートを定義済み設定にコピー」のドロップダウンにあるリストの中から，Rate，Depthカーブのコピー先となるプリセットの名前を選択します．この後，再び「設定」メニューの「定義済みビブラート」を選んで設定ダイアログを開き，今しがたコピー先に指定したプリセットを選択すると，右側にある「プレビュー」エリアに，コピーされたRate，Depthカーブがそれぞれ表示された状態になります．
[bookmark: _Toc166482109]音符への適用
　ビブラートを表示している波線部分をダブルクリックすると，ビブラートプロパティのダイアログ（下図）が出るので，「User defined」を選択し，「ビブラートの種類」から適用したいプリセットを選択します．「OK」ボタンを押すと適用されます．

[image: Macintosh HD:Users:kbinani:Desktop:名称未設定.pdf]

　または，プロパティエディタの「ビブラート」の項目を変更することでも適用できます．ただし，この場合は環境設定で「自動ビブラート」の設定を「ユーザー定義」にしておく必要があります[footnoteRef:9]． [9:  「5.1「シーケンス」タブ」の「自動ビブラートの種類」の設定項目（p. 25）] 

image2.emf
e AR E S FAAVNLY RD a2 RD

(oL o) o o)
SERER

SHEPEE











image3.emf
MR < LEESRRE TIKRY  PHhEUL

i

YIERD  OE—  BafdlF









新規作成

	
 

開く

	
 

上書き保存

	
 

切取り

	
 

コピー

	
 

貼付け

	
 

元に戻す

	
 

やり直し

	
 


image4.emf
HORICHE HORRICEE BE/FL

H M « » M bPlay‘g{e(—.‘fa“éi@bﬁi

BE&o&EICEE BsolAICEH BEXo7O-)L









曲の最初に移動

	
 

曲の最後に移動

	
 

ちょっと左に移動

	
 

ちょっと右に移動

	
 

再生／停止

	
 

自動スクロール

	
 

繰返し再生

	
 


image5.emf
KEDY =)L mEY—)L ERY-—I HLILY—IL

e v —

” %, Pointer ’f!’em&ll—‘ . Line 7 Eraser 4 -

7Yy ROEKR RIYIHFEE—R MDRXTFTYIAAN
On,/ Off On/Off On/Off









矢印ツール

	
 

鉛筆ツール

	
 

直線ツール

	
 

消しゴムツール

	
 

ベジエ曲線モード

	

On/Off

	
 

グリッドの表示

	

On

／

Off

	
 

MIDI

ステップ入力

	

On/Off

	
 


image6.emf
’,

VUURYY Y

\










ソングポジション

	
 


image7.png




image8.png




image9.png




image10.emf
Untitled * - Cadencii
[eedxaEe>|K«pnro|ale p

Protect

a
Q
Bt
S

A N

FATA

LiFTRLY

TARTRLY .
> RORE

ES
LTRTRLY
HTRLS ...
FoRE
KogE
RAYF A
pMeanOnsetFir..











image11.png




image12.png




image13.emf
\
e
\

Y —  Ryxyy
R > /
70857« X
R NN /

FERR










分離

	
 

ドッキング

	
 

非表示

	
 

「表示」

→	

　　　「プロパティ

	

　　　　ウィンドウ」

	
 


image14.emf
B ofzfcH

Lyric > Lyric
RELS a > IV Note !I I
e & : <« = QRN
CosonantAdjustment 0 } B
Protect off [-] }

Note t [ |

EX QAN









展開

	
 

折りたたみ

	
 


image15.emf
h—TBEN—& fREET Y7

NARZAO R









編集エリア

	
 

カーブ種類の一覧

	
 

歌手変更の表示レーン

	
 

トラックの一覧

	
 


image16.png
¥ Velocity

m
Accent
]

CLE_J V= Vibrato Rate

- Vibrato Depth

Breathiness
Brightness
Clearness
Opening
Gender Factor

Portamento Timing
Pitch Bend

Pitch Bend Sensitivity




image17.png




image18.emf
ON OFF

.2 Voice2 E. 2 Voice2










ON

	
 

OFF

	
 


image19.emf
Ta—hk-AREYY

Iy s RSAH—
B

va- Ry

J—45—1f&

Jr—45— - AT5(5—

N4
(Ffcld, BGMD 7 71 ILR)









ソロ・ボタン

	
 

ミュート・ボタン

	
 

フェーダー・スライダー

	
 

フェーダー値

	
 

パン値

	
 

パン・スライダー

	
 

トラック名

	

（または，

BGM

のファイル名）

	


 


image20.emf
VOCALOIDIN A VYA R—=)LENT VOCALOIDIN 1 VYA h—=)LEnT
WaERWEES W3B55E

[en conpalene

coneooes - (o]l
EISfSIS











image21.png
7 uE




image22.png




image23.png
Bb3 g




image24.emf
OFF









ON

	
 

OFF

	
 

無効

	
 


image25.emf
37 Qb i@ BE U1YEY ALT

L v Sy oRY | Untitled - Cadencii
RS v o oEm w0 | 2ww| " 51> OmuTs B o0
rSyo0IE-
rSYORDERE
~3 v 2 OHIBR
REDRSYIEAR PN N o Y
2TORSYIERR IiL/S L.
*—)S— LA
PEARTIVYY

© VOCALOID1 |
v VOCALOID2

_resampler

vConnect-STAND

i i











image26.emf
7'791'}b|~

HE T T (LitehR) I
B EEEHFAE090726+Lite











image27.emf
VOCALOID VSTi










Windows	OS

	


Cadencii

	


VOCALOID	VSTi

	



image28.emf
resampler










Windows	OS

	


resampler

	


Cadencii

	



image29.emf
vConnect-STAND

Cadencii










Windows	OS

	


vConnect-STAND

	


Cadencii

	



image30.emf
helper process

VOCALOID
VSTi

Wine










Cadencii

	


Macintosh	OS

	


Java	VM

	


Wine

	


MIDI	


WAVE	


helper	process

	


VOCALOID	

VSTi

	



image31.emf
Cadencii

resampler

Wine










Cadencii

	


Macintosh	OS

	


Java	VM

	


Wine

	


resampler

	



image32.emf
Cadencii

vConnect-STAND










Macintosh	OS

	


Cadencii

	


Java	VM

	


vConnect-STAND

	



image33.emf
RERHETS—ROURN W
Start rate 64
Start depth 64
E2ED) No-Name
~7LEa
Rateh—7 Depth71—7
BROLYFAYEK
S VAVAVAVAYS
( BB ) CT~)

( cancel ) (oK

D)

™











image34.emf
®No EF5—hFOF 1

E75—hE L 66 | % (0-100)
E75— k0@ M | No-Name 4
BT ANSEIR

(O vocALoibl () VOCALOID2 @ User defined

(_ Cancel ) (_ OK

/











image1.emf
W —JLIN— . \
FES—Y3> - Ea—

@& Cadencii 77l % R Y bSyY @ BE I1YEY ALT

I AquesTone
Release 64

Er/0—-JL

pMeanOnset

d4mean

PARVAGAE g R dvbhO=ILkZv7









ピアノロール

	
 

波形ビュー

	
 

コントロールトラック

	
 

プロパティエディタ

	
 

ナビゲーション・ビュー

	
 

ツールバー

	
 



Cadencii
RAFBE




